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 校舎に子どもたちの笑顔と明るい声が戻ってきました！２学期のスタートです！夏休み中、

大きな事件事故の報告もなく、こうして新たな節目を迎えることができました。夏休みは全国

中体連大会が北海道・東北ブロックの開催（本市では卓球大会で、市内中学校教員が運営）の

ために、例年よりも遅い始業式になりました。コロナ禍第７波の中で「学校生活」は続きます

が、子どもたち一人一人が１学期よりも「一歩前に」成長する２学期になるよう教職員一同努

めてまいります。 

 ２学期もこれまで同様のご支援ご協力をよろしくお願いします。 

□平和への思い・・・私たちの日常は戦没者の犠牲の上に築き上げられた 

  非核三原則を踏まえた核兵器のない平和の実現を掲げる本市の「非核平和都市条     

例」が今年２０周年を迎えました。道内では本市が唯一定める条例です。私たちの今の生活に

は関係が薄いように思いがちですが、世界レベルでは、「侵攻」という名の「戦争」が起きて

おり、多くの方々の犠牲、そして核兵器の使用をにおわされている現実があります。世界唯一

の被爆国として、その悲惨な思いは絶対に忘れてはいけないはずです。私たちの平和な毎日は

戦没者の皆さんの犠牲の上に築き上げられたものです。 

 ８月１５日終戦の日、市主催の平和祈念式典が開かれました。そこには、明倫中学校生徒が

作った千羽鶴を持参し被爆地・広島を訪ねた田中 葵さん（３年）の姿もありました。式典で

は訪問団を代表して体験談を発表しました。そして他のメンバーとともに平和の誓い「私た

ちが責任をもって後世に伝えていくことを誓います」と宣言する姿は、とても頼もしく思え

ました。田中さんにとっては貴重な経験だったことでしょう。（※始業式では田中さんから

直接全校生徒に対して思い・メッセージを伝えてもらいました。） 

□本校の課題「不登校」について、思うこと・・・・学校としてでできることは？ 

ステップアップ教室利用生徒 １学期のべ ３９９ 名       （７月末現在） 

３０日以上の欠席生徒 １７ 名            （７月末現在） 

「子どもたちが元気に休まず登校する」－私の学校づくりの最重点ですが、なかなかう

まくいきません。休んでしまう理由は、病気や入院、コロナ感染予防等様々ですが、ど

うしても気になるのが「学校や学級に不適応（不信）」による欠席です。勉強のこと、

友達のこと、教師のこと等それぞれが何らかの不安や行きづらさの原因で「学校（教室）

に行かない（行けない）」という行動を選んだと想像できます。校長として、当該生徒

や保護者の皆さんには申し訳ない気持ちです。興味関心や魅力のない、安心できないところに人は行きませ

ん。この事実は真摯に受け止めなければいけません。担任教諭も時間を惜しまず家庭訪問や放課後登校の対

応、学校としてもステップアップ教室（教室に入りずらい生徒に別室で学びの場を保障。教室では支援員がサ

ポートします。）を開設し、改善の糸口をつかもうとしています。 

 『休んでいる生徒は悩んでいます・困っています。生きづらさを抱えながら必死に生きています。当該の

保護者も不安のはずです』 

 学校として、生徒一人一人にとって、最も身近な大人の我々が、「何ができるのか？」そんなことを考え



ながら、２学期改めて課題解決を模索していきます。そこには前例踏襲（これまでと同様）にとらわれな

い、生徒を起点にした教育活動の展開が必要です。 

□コロナに負けない！「学びを止めない」ための今できる行動を！ 

  行動制限のないお盆休み、夏祭りの開催等の活発な人々の動きの影響でしょうか、新型コ

ロナウイルス感染症感染拡大が心配な状況です。本校においても、夏休み後半には生徒及び

同居家族の陽性との報告がありました。繰り返しになりますが、 「健康観察（検温）、うが

い・手洗い、マスク着用（場面による）」「体調不良時の休養」の徹底をお願いします。これらの今できる取組を

積み重ねることが子どもたちの学び（活動）を止めないことにつながります。北海道や本市の感染状況、本校

の健康状況等によっては、教育活動をさらに制限しなければいけません。 

 「今できる予防対策を確実に実行、そして、万が一陽性になってもお互いさま」です。加えて、感染症に関

する差別や偏見は絶対にあってはなりません。  

□部活動ガイドラインの徹底を図ります！ご理解・ご協力をお願いします！ 

 今学校に求められていることの１つが教職員の「業務・超過勤務の縮減」です。ちまたでは、学校関係は「働

き方はきわめてブラック」「志願者減少」が取り沙汰され、北海道・苫小牧市からは、校長が積極的に「働き

方改革」を進めるよう指示されています。そのような現状の中、２学期は「部活動のガイドライン」の徹底を

図ります。部活動については、保護者及び当該生徒それぞれに考えがあると思います。しかしながら今後、こ

れまでよりも活動日や活動時間が減少することもあるかもしれませんがご理解・ご協力をお願いします。 

 

令和４年度 学校祭について 

〈開催日〉 

   ９月１６日（金） 給食あり 

〈テーマ〉 

『Line ～輝け青春 奏でろ楽笑（がっしょう） 』 

〈内 容〉 

 各学年とも、造形制作・演劇発表・学年合唱になります。 

〈参観について〉 

〇 本校は、感染リスクの軽減及び感染防止の観点から、保護者の皆様の参観は、お子さんのいらっし

ゃる学年の合唱のみとさせていただくことをご理解願います。 

〇 演劇等の学校祭の様子につきましては、２学期に予定されている懇談会等で、映像にて紹介いたし

ます。（昨年に引き続き、PTA 役員で撮影・編集予定） 

 

 

 

【相撲部】 全道中体連相撲大会 男子個人戦 準優勝 ３年 ○○○○（全国大会進出） 

【吹奏楽部】 日胆吹奏楽コンクール B 編成 金賞（全道大会進出） 

【剣道部】 全道中体連剣道大会 女子個人 準優勝 ２年 ○○○○（全国大会進出） 

【ボランティア部】第６７回とまこまい港まつりプログラム表紙デザインコンクール 

         優秀賞 ３年 ○○○○  入選 ３年 ○○○○ 

         第６７回とまこまい港まつりテーマ募集コンクール 

         佳作 ３年 ○○○○ 

【その他】 第１９回全国中学生弓道大会ＪＯＣジュニアオリンピック大会  準優勝 ３年 ○○○○ 

 

 

 ８月２４日に１５名の保護者の協力のもと実施しました。どうもありがとうございました。 


